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10 年後の将来像１

　 こ の「 1 0 年後の将来像」は、 2 0 1 6（ H2 8 ）年に市民と 行政がめざすべき 道し る べと し て公募を 行い、

その中から 選考さ せていただいたも のです。 市民が「 こ こ に住んで良かっ た」と 感じ る こ と はも ち ろ

んのこ と 、 松阪で働いている 人も 、 松阪にルーツ がある 人も 、 松阪に観光で訪れた人も 、 様々な形

でご縁のある 全ての方々が「 大好き 松阪市」と 感じ ら れる まち にし ていき たいと いう 大き な想いが込

めら れた将来像と なっ ています。

　 松阪市を 形成する こ の地域には、 悠久の歴史があり ます。 古代から 水が豊富で肥沃な土地に人が

住み、 宝塚古墳や出土し た船形埴輪から も 想像さ れる よ う に力を 持っ た人物がこ の地に現れたと 考

えら れます。 中世から 近世においては、 各地を つなぐ 街道の結節点と し て人と 物が集まり 、 蒲生氏

郷の開明的なまち づく り を 基盤と し て商業と 文化の花ひら く まち と なり まし た。 こ う し た歴史のな

かに人々の営みの積み重ねがあり 、 今日の松阪市がかたち づく ら れています。

　 まち づく り と いう のは、 こ う し た過去から の人々の思いや叡智の積み重ねを 基盤にし ながら、 今

こ こ に住む人々が、 時代に即し た新たな考えを 採り 入れながら、 ど う すればよ り 良い地域になる の

かを 考え、 実現し ていく こ と にほかなり ません。 こ の基本構想においては、「 こ こ に住んで良かっ た

…みんな大好き 松阪市」と いう 将来像を 実現する ためにはど う し ていく べき か、 それを 更に具体的

に実現するための７ つの政策と 、 将来を 見据えた横断的な取組を まと めまし た。

「 こ こ に住んで良かっ た…みんな大好き松阪市」

７ つの政策２

　 こ ど も たち の人数が減っ てき ています。 そのよ う ななか、 将来の希望である こ ど も たち を 親世代

が安心し て産み育てる こ と 、 こ ども たち が健康で元気に育ち、 全てのこ ども が学ぶこ と ができ る ま

ち である こ と が必要です。

　 こ れまで、 妊娠中から 出産・ 子育て期まで切れ目のない支援を 構築し てき た「 松阪版ネウボラ 」を

更に進展さ せる ため「 こ ども 家庭セン タ ー」を 設置し 、 妊産婦やこ ど も 、 子育て家庭に対する 支援を

一体的に行う こ と で、こ ども を 安心し て産み育てるこ と ができ るための支援を 更に充実し ていき ます。

　 また、 次世代を 担う こ ども たち の学力向上を 保障し 、 長期休業期間における 児童の居場所づく り

にも 力を 入れる こ と で、 家庭以外の場所でも 豊かな人間性を 培い、 健康や体力の増進を 図る こ と で

バラ ン スのと れた成長を 遂げら れる こ と を めざし て、 様々な取組を 展開し“ 子育てする なら 松阪市”、

こ ども たちに“ こ こ に住み続けたい”と 思っ ても ら えるよ う なまち づく り を 進めます。

■1.  輝く こ ども たち

　 こ ど も から 高齢者まで障がいの有無に関わら ず、 日ごろ から 心身を 健康に保ち、 いつまでも 元気

で充実し た生活を 送る こ と ができ る 環境づく り が必要です。

　 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の５ 類感染症移行に伴い、 あら ためて新興感染症対策を 見直し ます。

また健康づく り の推進や生活習慣病予防、一次・ 二次救急医療体制の維持、地域福祉、生活支援の充実、

障がい者が自立し 活動でき る ための環境整備や支援については、 コ ロ ナ禍で停滞し ていた分野につ

いて特に強化し ていき ます。 また、 超高齢社会が進むなか、 高齢者はも と よ り だれも が生き がいを

持っ て地域で暮ら し 続けるこ と のでき る「 地域共生社会」の実現を めざし 、 医療、 介護、 予防、 住まい、

■2.  いつまでも いき いき と
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　 市民が生涯を 通じ て松阪市に住み続ける ため、 また関係人口創出のためには、 地域のこ と を よ く

知る こ と で誇り や愛着を 育み、 文化活動やスポーツ を 通じ て普段から 人と 人と のつながり を つく っ

ていく こ と が大切です。

　 地域を かたち づく る のはそこ に住む人であり 、 人々の力が発揮さ れるこ と で地域の良さ が十分に

発揮さ れます。 一人ひと り の力や地域の一体感を 大切にし 、 人と 地域の力が発揮でき る まち づく り

が求めら れます。

　 そのために、 住民自治協議会や市民活動団体を はじ めと する 地域で活躍する 様々な主体と の連携

を 深め、 中山間地域の振興や社会教育の推進、 文化芸術の振興、 スポーツ と 連動し たまち づく り を

進めます。また、人権の尊重や性別・ 年齢・ 国籍などにと ら われない多様性のある 社会を めざし 、人々

の心が豊かで充実し た生活を 送るこ と ができ るよ う に努めていき ます。

■4.  人も 地域も 頑張る力

　 松阪市に住み続けたいと 願っ たと き に必要と なっ てく る のは働く 場です。 現状では若い世代の人

口流出が増加し ており 、 その一因と し て挙げら れる のが就職問題です。 働く 場を 確保する こ と は、

生涯を 通じ 市民が松阪市で生活し ていく ための土台を 築く こ と につながり ます。 さ ら に、 雇用･勤

労者福祉を 充実さ せ、 働き 方改革を 促進する こ と でウェ ルビ ーイ ン グの実現を めざし ます。

　 松阪市には、 豊かな自然に育まれた農林水産業にはじ まり 、 人や物の集まる 交通の要衝と し て商

工業の発展、 観光の充実など、 地域の特性に応じ た様々な産業があり ます。

　 新型コ ロ ナウイ ルス禍の影響を 大き く 受けたこ れら の既存産業の継続的な成長はも と よ り 、 今後

の社会経済状況の変化に対応する 事業分野への展開を 視野に入れた新たな産業の創出への支援、 企

業誘致・ 投資促進など に取り 組み、 地域経済の活性化及び地元企業の育成支援や求職と 求人のマッ

チングなどによ り 雇用の確保に努めていき ます。

　 また、 松阪市の誇る べき 松阪牛などの地域特産品については、 ブ ラ ン ド 力強化と 生産振興を 推進

し ます。 さ ら に、 データ の収集・ 分析によ り 旅行者のニーズを 的確に把握し 、 デジタ ルツ ールを 積

極的に活用する と と も に、 国内外の旅行者に向け、 歴史・ 文化・ 食を いかし たプロ モーショ ン を 展

開し ます。

■3.  活力ある産業

　 南海ト ラ フ 巨大地震や近年の異常気象によ る 水害と いっ た自然災害への備えはも と よ り 、 交通事

故や犯罪など市民の日常生活は様々な危機にさ ら さ れています。

　 市民意識調査の結果から も 、 市民が最も 重要と 考える 施策の上位に「 防災対策」「 浸水対策」「 防犯

対策」「 交通安全対策」が挙げら れており 、 安全・ 安心に生活を 送る こ と ができ る よ う 環境を 整える

こ と が重要視さ れています。

　 そのため、 ハード ・ ソ フ ト の両面から 防災・ 交通安全・ 防犯対策を 推進する と と も に、 関係機関

及び団体と の連携を 更に深める こ と によ り 、 市民が安全・ 安心に生活を 送るこ と ができ る まち づく

り を 進めます。

■5.  安全・ 安心な生活

生活支援など が重層的・ 包括的に提供でき る よ う 、 全世代型の「 地域包括ケアシステム」の深化・ 推

進に取り 組みます。
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　 人口減少や少子高齢化、 自然災害や新型コ ロ ナウイ ルスの影響など、 社会情勢が急速に変化し 、

市民ニーズが多様化する 中、 市民への積極的で双方向な情報発信が重要です。 こ れによ り 、 市民の

行政への理解と 関心が深まり 、 市民参加や民間の活力を 引き 出し 、 市民目線の行政運営を 実現し 、

利用し やすい窓口機能を 提供する こ と ができ ます。 さ ら に、 デジタ ル技術やナッ ジの手法等を 活用

し ながら 、 多様化し 複雑化する 課題に対応し 、 サービ スデザイ ン（ 顧客視点でのサービ スの創造を

継続し て提供でき る 仕組みの構築）体制を 確立し つつ、 市民に寄り 添っ た行政を 追求し ていき ます。

　 また、 EBPM（ 証拠に基づく 政策立案）の考えを 取り 入れながら 、 職員一人ひと り の経営感覚と 政

策形成能力の向上を 図り 、 PD CA サイ ク ルによ り 限ら れた資源の「 選択と 集中」を 行い、 計画的で健

全な行財政運営を めざし ます。

■7.  市民に寄り 添う 市役所

　 市民意識調査において、 市民の感じ る 松阪市の良いと こ ろ と し て「 自然環境に恵まれている」が上

位にき ています。 こ の松阪市の良さ を 多く の人で分かち 合う と と も に、 こ の財産を 次世代に引き 継

いでいく こ と が大切です。

　 また快適な生活環境を実現する ために、 日常生活に密接に関わる 上下水道や道路などが整備さ れ

る こ と 、 また、 2 0 3 0 年のSD G s（ 持続可能な開発目標）達成を 見据えながら 、 カ ーボン ニュ ート ラ

ルを 推進し 、 資源循環型社会が実現さ れた快適なまちである こ と が必要です。

　 そのために、 市民が環境にやさ し い生活を 送る と と も に、 都市基盤の重要イ ン フ ラ である 道路や

上下水道、 憩いの場と し ての公園を 整備し 、 また、 新たな視点にたっ た公共交通への取組や、 市民、

関係機関と 連携し ながら 3 Rを 推進し ていく など、 環境にやさ し いまち づく り を 進めます。

■6.  快適な生活

横断的な取組３

　 人口減少が全国的な傾向と なっ ており 、 将来の人口推計においても 人口減少は不可避の未来であ

る と 言えます。 2 0 1 9（ R1 ）年に立ち 上げた松阪市超高齢社会対策検討委員会において、 生産年齢人

口の減少によ る 人材不足、 高齢者の増加によ る 福祉サービ スに要する 経費の増加、 市の税収の減少

など、 市民生活や産業、 市の財政など、 様々なと こ ろ に影響を 与える こ と について検討し 、 前総合

計画においては施策を またぐ 取組と し てき まし た。

　 こ れまでの超高齢社会対策の取組については、「 福祉社会の実現」と し て継続し て取り 組むと と も

に、こ れら の考えを 更に進め、人口が減少する なかでも まちの活性化や地域の活力を 維持する ために、

若者が定住し たいまち づく り を どう し ていく のかと いう 視点に立ち、 若者定住の取組についても 新

たに横断的取組と し て位置づけ、 活力があっ て住みやすい、 若者定住と 福祉社会の実現を めざし た

まちづく り を 進めます。

●若者定住・ 福祉社会の実現

　 こ れまで施策の一つと し て位置づけていた公民連携の推進については、 人口減少社会においては

選択肢と し て必要不可欠なも のと なっ てき ています。 こ れら を 施策の一つと する のではなく 、 各施

策においてそれぞれが検討、 考慮すべき 事項と し て新たに横断的取組と 位置づけて、 連携によ り 適

切な効果が見込まれる 分野については、 積極的な推進を 図っ ていき ます。

●公民連携の推進
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変化する社会情勢への対応４
　 新型コ ロ ナウイ ルス禍は、 急激に社会情勢や人々の価値観を 変化さ せまし た。 その影響は感染症

対策だけでなく 、 こ ども たち の教育環境の整備、 雇用の維持や経済活動の回復に向けた支援など 多

岐に渡り まし た。 今後も こ う し た急激な社会変化には、 こ の経験を 糧と し て柔軟かつスピ ード 感を

も っ て対応でき る体制を 引き 続き めざし ます。

　 新型コ ロ ナウイ ルス感染症は2 0 2 3（ R5 ）年５ 月８ 日から ５ 類感染症と なり 、 様々な物事について

「 こ れは何のために行っ ている のか」と 問い直す機会と なり まし た。 それを 契機と し て、 例えば感染

症対策の中で ICT の活用が進むと いっ た、 本来の目的以外の副次的な効果が表れる など、 常に一つ

ひと つ再定義を し ながら 、 問題意識を 持っ て、 変化する 社会情勢への対応を 行っ ていき ます。

　 D X については、 自治体情報システムの標準化やセキュ リ ティ 対策などの基盤的な面と 、 行政手続

き のオン ラ イ ン 化、 生成AI 活用研究、 テ レ ワーク の推進など 各業務改善の面において引き 続き 推

進し ていき ます。 人口減少社会が進む中で公民連携の推進と 同様に必要不可欠なも のであり 、 サー

ビ スを 受ける 市民にと っ て優し い D X を めざし ます。

●D X（ デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン）の推進

重点プロジェ ク ト について５
　 松阪市の人口減少は、 2 0 0 5（ H1 7 ）年にすでに始まっ ています。 生産年齢人口が減少し 、 高齢者

の割合が増加し ていく 社会情勢において、 よ り 少ない労力で結果を 出すこ と 、 限ら れた資源を 有効

に活用し ていく こ と 、 また既成概念にと ら われない発想の転換が求めら れています。

　 こ れら を 実現する ために、 民間活力の活用を 検討し たり 、 ICT を 積極的に導入し 人的資源を 有効

に活用する など合理化を 進める 一方、 急激な社会変化に迅速に、 柔軟に対応する 施策も 求めら れて

います。 時代の流れを 機敏に捉え、 対応する こ と は松阪市がこ れから めざすべき 将来像を 実現する

う えで重要と なり ます。

　 重点プロ ジェ ク ト と は、 こ う し た松阪市の一歩先を 見据えた事業に対し 、 限ら れた予算を 優先的

に配分する「 選択と 集中」が具現化し た事業です。 先進自治体の事例研究などを 行いながら 職員自ら

が提案し たり 、「 松阪市なら では」と いっ た独自性を 追求し た事業、 また未来への投資と し て必要な

事業に対し 、 予算を 重点配分し ていき ます。

　 2 0 2 3（ R5 ）年２ 月に策定し た「 松阪市ゼロ カ ーボン ビ ジョ ン」においては、 2 0 5 0（ R3 2 ）年の脱炭

素社会の実現を めざし 、「 ゼロ カ ーボン シティ 宣言」を 表明し ています。 こ れまでも 地域新電力会社

によ る 電力の地産地消、 公共施設への太陽光発電の導入や豊かな森林資源を 生かし た CO 2 吸収量

の拡大、 中小企業の脱炭素対策の支援など に取り 組んでき まし たが、 それら を 更に加速さ せていき

ます。

●脱炭素（ ゼロカ ーボン）の実現
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「 チャ レンジ！10 年後のめざす姿」について６
　 基本計画においては「 チャ レ ンジ！1 0 年後のめざす姿」と し て、施策の旗印と なる 具体的なイ メ ー

ジを 掲げています。 こ れはめざ す姿を わかり やすく 示し たも ので、 市が取り 組む意気込みである と

同時に、 市民と 共有し て一緒にめざ し たい姿を 示し ており ます。 また、 施策が1 0 年後のめざ す姿

に向けてどの程度近づいている のかを 把握し 、 毎年の政策決定や市政運営にいかすために、 各施策

において数値目標を 設け、 進捗管理を 行っ ています。
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